
面のあか り 　PK-9型 
取付説明書 
●このたびは 、 東洋エ クス テリ ア製品 を お買 いあげいただき ま し て ま こ と に あ り が と う ご ざいま す 。  

●この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、あなたや他の人々の危 
害や損害を未然に防止するためのものです。 
　表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容 （指示） にしたがってください。 

●この取付説明書では、次のような記号を使用しています。 

警告  

注 意  

● 取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負うおそれのある内容を示しています 。  
 
● 取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の 
おそれがある内容を示しています。 

● 説明の内容で知っておくと便利なことを示しています。 

● 取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。 
● 守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する 
おそれのある内容を示しています。 

● 取付説明の内容全体 （個々の説明枠） にかかる注意事項を示しています。 
● 取付説明の内容に制限がある場合の条件を示しています。 ※ 

ポイ ン ト  

補 足  

安全に関する記号 記号の意味 

一般情報に関する記号 

Z156
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Z156_200404A

＜施工の前に＞ 

＜施工上のご注意＞ 
警 告  

● 

● 

● 

正しく施工，組付けをするために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。 
製品の施工については、必ず取付説明書にしたがってください。 
施工終了後、取扱説明書は施主様にお渡しください。 

注意  

● 

● 

ガス機器やその排気筒などの温度が高くなるものの上部には取付けないでください。火災の原因になります。  
調光機能付きの壁スイッチなどの調光器と組合わせて取付けないでください。火災の原因になります。 

注意  

● 

● 

● 

器具を分解・改造したり、部品の交換をしないでください。 火災・感電・落下によるケガの原因になります 。  
ランプは器具表示のものを使用してください。間違った種類・ワット数のランプを使用すると火災の原因に 
なります。 
この製品は防雨型壁面取付け専用ですが、下記の場所には取付けないでください 
・天井面 
・不安定な場所 
・補強のない薄い場所 
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■梱包明細表 
本体セット 

PK-9型　※  1

※　部品類はPK-9型に付属しています。 

名　　称 略　　図 員　数 

取付説明書 ー 1 
取扱説明書 ー 1

名　　称 略　　図 員　数 

ツマ ミ ネジ 小  

歯付 ワ ッ シャ  

パネ ル B

本体 

本体 

ラン プ  

ラン プ  

ソケ ッ トキ ャ ップ  

ラン プ  リ ング  

パネ ル A

ゴム パ ッ キ ン  

ソケ ッ トキ ャ ップ  

ソケ ッ トキ ャ ップ  

ソケ ッ ト カバー  

角穴  

ツメ  

取付台 

ポイ ン ト  

● 

 

● 

接地端子ネジからD種接地工事を行なって 
ください。 
口出線との接続はスリーブ等により確実に 
行ない、自己融着テープを巻いてから、防 
水テーピングを施してください。 

2口出線に電源線を接続してください。 

補足  

● 取付ピッチはPK-9型の場合、66.7mmまた 
は83.5mmです。 

1付属の木ネジ2本で壁面に本体を取付けてくだ 
さい。 

3パネルA、パネルBを本体に引掛けてツマミネ 
ジ小と歯付ワッシャで取付けてください。 

4

5

6

ソケットに付いているソケットキャップを外 
して、ランプにソケットキャップを通してく 
ださい。 
ソケットにランプを取付けてください。 
パネルBの角穴にソケットカバーのツメが引 
掛かるまで差し込んでください。 

● PK-9型の周囲300mm以内に壁等がないこ 
とを確認してください。 

注意  

● ツマミネジ小の締付けが不完全な場合、落 
下によりケガをするおそれがあります。 

注意  

木ネ ジ  口出線  

1. 本体の取付け 

接地端子 ネ ジ 

パネ ル A

パネ ル B

パネ ル B

取説コード 

Z156
200404A_1041 
200702B_1041

電源線 

リ ブ 

ソケ ッ ト 

300以上 

300以上 

＜電気配線工事について＞ 

● 

● 

AC100V電線の埋設工事、配線作業に関しては電気工事店の有資格者に依頼してください。 
接地工事は、電気設備の技術基準にしたがって、確実に行なってください。 

注意  


